































































































































































































































































































































































































＝とすると、 ，　 ，　 ，
 ，

 ，
 ，
 ，　
 （ただし、 ）
－　  －
跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第号　年月
 （ただし、 ）


なお、＝
注
 生産物は債務者が保有したまま逃亡する可能性がある。また資本は他の産業に転売することが難しいことを
反映している。
 土地の所有量の変更に調整コストがかかるという想定は、	（）でも行なっている。
なお、家計が土地の保有量の変更に対して調整コストを払うという設定にしても、分析の結果に大きな影響
はない。
一人当たりの生産量や資本量に関して、信用制約にある経済の分析では企業家一人当たりで求めおり、他方、
信用制約にない経済では総人口一人当たりで求めているが、総人口に占める企業家の割合は一定と仮定して
いるため、インパルス反応の値には影響がないと考えられる。
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